
　1945年の創立以来、「国際人の育成」と「実学教育」
の実践を柱に、教学改革に取り組んできた関西外国語大学。
世界55カ国・地域の405大学に広がる留学ネットワーク
と先進的な教育プログラムをベースに、「外国語で学ぶ」
時代を切り拓く、新しい学びを追究しています。
　急激な変化を見せる世界情勢をはじめ、今日の社会は多
くの課題に直面していますが、予測困難な時代であるから
こそ、多様な背景を持つ人々と協働しながら、未来を創り
出すことのできる人材が求められているのです。関西外大
ではこれからも、「世界」という大きなステージで無限の
可能性を広げ、活躍することのできるプロフェッショナル
を育んでいきます。

外
国
語
大
学
と
い
う
名
の
総
合
大
学
―
―
。

あ
ら
ゆ
る
専
門
分
野
を
「
外
国
語
で
」
学
び

国
境
を
越
え
て
活
躍
で
き
る
ス
キ
ル
を
養
う
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「
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
豊
か
な
教
養

を
備
え
た
人
材
の
育
成
」「
公
正
な
世
界
観

に
基
づ
き
、
時
代
と
社
会
の
要
請
に
応
え

て
い
く
実
学
」
と
い
う
建
学
の
理
念
の
も

と
、
１
９
６
８
年
に
は
い
ち
早
く
海
外
の
大

学
か
ら
教
員
・
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

進
取
の
気
性
に
富
み
、
時
代
の
先
を
見
据

え
た
進
化
を
遂
げ
て
き
た
関
西
外
国
語
大

学
。
来
春
は
英
語
国
際
学
部
に
、
世
界
の

持
続
的
発
展
に
貢
献
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
ア
ジ
ア
共
創
学
科
が
誕
生
し
ま
す
。

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で

世
界
の
人
々
と
協
働
す
る

「
国
際
共
生
学
部
」

　

国
際
共
生
学
部
で
は
外
国
人
教
員
を
中

心
と
し
た
国
際
通
用
性
の
高
い
専
門
教
育

と
、
全
授
業
科
目
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
に
よ
る
学
修
や
、
外
国
人
留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
肩
を
並
べ
た
共
同
学
修
を

展
開
。
高
度
な
英
語
実
践
力
、
異
文
化
理

解
力
、
主
体
性
を
基
盤
と
す
る
地
球
市
民

と
し
て
の
資
質
や
能
力
を
養
成
す
る
こ
と

で
、
予
測
困
難
な
多
文
化
共
生
時
代
に
お

い
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
１
年
次
か
ら
英

　

英
語
は
き
め
細
や
か
な
少
人
数
教
育
で

運
用
能
力
を
磨
き
、
基
本
的
な
４
技
能
だ

け
で
な
く
、
思
考
力
や
表
現
力
、
リ
サ
ー

チ
力
も
高
め
ま
す
。
国
際
的
視
野
を
広
げ

る
た
め
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
週
間

か
ら
３
年
間
ま
で
期
間
も
多
彩
。
学
び
た

い
分
野
や
留
学
期
間
を
自
由
に
設
計
で
き

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、
最
新
の
ス
キ
ル

と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
本
を
「
英
語
で
」
学

び
ま
す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の

技
術
に
触
れ
た
り
、
学
習
に
メ
タ
バ
ー
ス

を
実
装
  （2）

し
た
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ス
キ
ル
を

磨
い
て
い
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
領
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
諸
外
国
の
歴
史
や
文
化
な
ど
、

幅
広
い
国
際
教
養
を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
感
覚
を
養
う
４
年
間
を

通
じ
て
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
多
国

籍
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
総
合

商
社
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
英
語
×
デ

ジ
タ
ル
に
長
け
た
人
材
の
需
要
が
世
界
的

に
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、
活
躍
の
場
は
多

方
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
「
す
ご
い
」
を
世
界
に
発
信

「
国
際
日
本
学
科
」

　

２
０
２
４
年
春
、
外
国
語
学
部
に
新
た

に
開
設
さ
れ
た
の
が
「
国
際
日
本
学
科
」

で
す
。

　

日
本
に
は
、
独
自
の
伝
統
文
化
か
ら
マ

ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
、
世
界
に
誇
る

「
す
ご
い
」
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
海
外
に
広
く
発
信
す
る
た
め
、

語
力
を
徹
底
的
に
鍛
え
、
２
年
次
以
降
は

「
人
文
科
学
」「
社
会
科
学
」「
ビ
ジ
ネ
ス
・

経
済
学
」
の
３
つ
の
分
野
か
ら
幅
広
く
履

修
  （1）

。
多
角
的
な
視
点
で
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
留
学

生
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
市
民
と
し
て
の
姿
勢
や
マ
イ
ン

ド
を
養
い
ま
す
。

　

３
年
次
に
は
１
年
間
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
留
学
」
が
用
意
さ
れ
、
海
外

協
定
校
で
授
業
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

学
生
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
社
会
課
題

の
解
決
に
向
け
た
課
外
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
体
験
。

実
践
の
場
で
知
識
を
体
系
化
し
ま
す
。

　

そ
し
て
４
年
次
に
は
グ
ル
ー
プ
で
社
会

課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
論

文
の
形
で
発
表
し
ま
す
。
学
科
独
自
の
多

彩
な
体
験
型
学
習
（Experiential 

Learning

）
に
よ
り
、
世
界
の
人
々
と
協

働
し
、
新
た
な
価
値
の
創
造
へ
と
つ
な
げ

る
力
を
育
て
ま
す
。

英
語
×
デ
ジ
タ
ル
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
人
材
を
育
成

「
外
国
語
学
部
英
語
・
デ
ジ
タ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
前
提
と
な
る

現
代
社
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
は
必

須
と
言
え
ま
す
。
外
国
語
学
部
の
英
語
・

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で

は
、「
英
語
×
デ
ジ
タ
ル
」
の
ス
キ
ル
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
先
進
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
展
開
し
ま
す
。

（1） ３つの学問分野
　人文科学（Humanities）は歴史、文学、宗教、
哲学、コミュニケーションの学びを通して「人
間」の心や行動、生活で起こることについてさ
まざまな観点から探求する。社会科学（Social 
Sciences）は国際関係、国際政治、法学、社会
学のほか、国際機関や持続可能な開発について
考え、社会と個人の関係を探求。ビジネス・経
済学（Business & Economics）は、マーケティ
ング、ミクロ経済、マクロ経済、経営戦略、国
際経済などを通して、企業活動の原理や仕組み
をひもとく。世界標準の授業をオールイング
リッシュで受けるグローバルスタディとなる。

（2） メタバースの実装
　最新鋭の機器を備えたVR（仮想空間）の演習
室「Hello, World.」では、大型LEDビジョンや
ヘッドマウントディスプレイ、フルボディス
キャナーにより、メタバース空間での新しい学
びを創出。世界中の人々とのミーティングやゲ
スト講習など、リアルとバーチャルの境界を超
越した次代のコミュニケーションのかたちが、
ここから生まれる。

（3） 日本語教員の不足
　国内の日本語学習者数は、2019年時点で約
28万人と過去最高を記録。今後も増加が見込ま
れる一方、日本語教師の数は約３万人で推移し
ており、圧倒的に不足している。質と量の向上
が求められる中、日本語教員を国家資格に認定
する法整備が進められることとなり、日本語教
育の拡充を推進する国の姿勢を示すものとして
話題になった。

（4） Super IES（Intensive English Studies）
プログラム

　留学先大学で専門分野を学ぶ際に必要となる
英語力とアカデミックスキルを鍛えるプログラ
ム。英語教育の分野で定評のあるノーステキサ
ス大学、アラバマ大学など協定大学の知見を融
合し、共同開発した。このプログラムを修了す
れば、海外大学が設定するレベルをクリアし、
学士課程の授業に対応できる。授業はすべて、
協定大学の外国人教員が担当。

●24年４月、短期大学部に
「未来キャリア英語学科」が誕生
　英語教育と多彩な留学プログラム、そして実
用的な資格の取得支援で、夢をカタチにする。
資格は、秘書士、ビジネス実務士、観光実務士
などが対象。2年間で確実に夢に近づく。

国
際
日
本
学
科
で
は
、
高
度
な
英
語
運
用

能
力
を
有
し
、
日
本
語
・
日
本
文
化
に
精

通
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
関
西
外
大
な
ら

で
は
の
高
度
な
英
語
運
用
能
力
の
修
得
を

前
提
に
、
日
本
語
も
世
界
の
中
の
諸
言
語

の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
ス
キ
ル
を
磨
き
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求

め
ら
れ
る
実
践
的
な
英
語
運
用
能
力
を
身

に
付
け
る
た
め
、
少
人
数
の
習
熟
度
別
ク

ラ
ス
で
き
め
細
か
な
英
語
教
育
を
展
開
。

英
語
４
技
能
の
向
上
に
加
え
、
コ
ン
テ
ン

ツ
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

「
日
本
語
」
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
た
英
語
文

献
講
読
に
よ
る
読
解
力
や
文
章
表
現
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
高
度
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
成
し
ま
す
。

　

外
国
人
材
を
登
用
す
る
企
業
や
教
育
・

行
政
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
は
、
彼
ら
が
日
本
の
就
労
や
生
活

に
ス
ム
ー
ズ
に
順
応
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
母
語
が
日
本
語
で
は
な
い
人
々
に
日

本
語
を
教
え
る
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
  （3）

。

国
際
日
本
学
科
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た

需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
「
英
語
×
日

本
語
×
文
化
・
社
会
」
の
教
養
を
備
え
た

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

世
界
の
中
心
は
ア
ジ
ア
に
な
る

「
ア
ジ
ア
共
創
学
科
」
25
年
誕
生

　

２
０
２
５
年
春
、
英
語
国
際
学
部
に
誕

生
す
る
の
が
「
ア
ジ
ア
共
創
学
科
」
で
す
。

ア
ジ
ア
の
国
々
は
今
、
急
速
に
成
長
し
、

欧
米
に
代
わ
っ
て
世
界
経
済
の
中
心
を
担

お
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
日
本
で
も
、

周
辺
各
国
の
多
様
な
人
々
と
の
相
互
理
解

や
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

本
学
科
で
は
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
、

宗
教
な
ど
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
国
際
学
生
と

の
共
修
を
通
じ
て
、
互
い
の
違
い
を
受
け

入
れ
、
認
め
合
う
こ
と
の
意
義
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
多
様
性
と
連
携
の
重
要
性
を

理
解
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
社
会
科
学
系

の
科
目
を
数
多
く
設
置
。
成
長
を
続
け
る

ア
ジ
ア
の
経
済
や
地
域
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
と
教
養
を
深
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
西
外
大
独
自
の
英
語
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル
の
英

語
運
用
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
韓
国
語

や
タ
イ
語
な
ど
興
味
の
あ
る
ア
ジ
ア
の
言

語
を
選
択
し
て
修
得
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
・
社
会
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。
希

望
者
は
２
年
次
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
（
韓

国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
中
国
）
に
、
１

学
期
間
の
語
学
留
学
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

実
践
的
な
学
び
を
通
し
て
ア
ジ
ア
の
文

化
・
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決
に

語
学
＋
α
の
教
育
を
展
開

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

１
つ
の
視
点
か
ら
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
が
山
積
す
る
今
日
に
お
い
て
、
関
西
外

大
で
は
「
語
学
＋
α
」
の
教
育
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
留
学
は
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

を
醸
成
す
る
体
験
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
う
も
の
で
す
。
留
学
前
に
は
海
外
協
定

大
学
と
共
同
開
発
し
た
英
語
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「Super IES

プ
ロ
グ
ラ
ム
  （4）

」
で
、

リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
の
書
き
方
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
、
海
外
大
学
で

通
用
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
養
っ

て
い
ま
す
。

　

関
西
外
大
に
は
文
化
や
言
語
の
壁
を
超

え
た
「
実
体
験
」
の
機
会
が
豊
か
に
用
意

さ
れ
、
ま
さ
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
は
〝
ち

き
ゅ
う
〞」
と
い
う
言
葉
を
体
現
す
る
も

の
で
す
。
４
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
々
と
出
会
い
、
語
り
合
う
な
か
で
、
自

分
ら
し
さ
や
夢
、
新
た
な
志
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

グローバル人材を育成する環境と教育内容

関西外国語大学
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